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志

歩んできた中で生まれたココロザシ

過去があるから今がある

進化するココロザシ
連鎖するココロザシ

そんなココロザシをすこし
のぞいてみよう

そしてあなたのココロザシも

and more…



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z バスケットボール部
z 高橋 歩
z 沖縄、北海道、他ヒッチハイクの旅
z 沖縄本島－離島1ヶ月の旅
z 戦争よりも祭りを！
z 中部リサイクル運動市民の会、ＢｅＧｏｏｄ Ｃ
ａｆｅなどのＮＰＯとの出会い

z 各種ピースイベント

z 小学校からバスケ一筋

z ＬＯＶＥ＆ＦＲＥＥ

z いちゃりばちょうでー（一度出会えば皆兄弟）、結

z 社会の状況を知る、知るという大事さ

z ポジティブシンキング

大
学
生
一
年
〜

三
年

休
学
一

年
目

休
学
二
年
目

〜
復
学

z 世界社会フォーラム、インド旅

z アースデイピクニック2004
z タイ－カンボジア－ベトナム－中国2ヶ月の旅
z エコライフプラザ

z アースデイＥＸＰＯ2005
z アースデイ愛知2006
z 環境デーなごや2006
z アースコミュニティカフェ

z ＥＰＯ中部

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 世界の風景、人間の風景

z 自然環境、人間の立場、自分の位置

z 行政、企業、ＮＰＯのセクター

z 各セクターをこえて、多様性ある連帯

z コミュニティ

z 各々の役割について

『多様性ある連帯』

z ポジティブ

z バランス

z 学びと進化

z 自分の役割

z 役割と連携

z 地球と人間

z ＬＯＶＥ、ＨＡＰＹ

z 持続可能な人間社会のモデルと自分の役割の一致ポイントを探す。社会をみつめ、己を見つける。

z インプットのアウトプット、リノベーション、パラダイムシフトの嵐。

やりたいこと－ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ－

z バスケ、ヨガ、アート

z 世界一周

z コミュニティ・ソリューション

z 多様性ある連帯

z 自分をみつける

NO.１ 鵜飼 哲 さん
（アースデイ愛知2006実行委員会 委員長）



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z 母子家庭＆一人っ子
z 野球少年
z 年収200万円の大学生
z 新聞記者を目指して
z おばあちゃんからの手紙

z 豊かになりたい
z スポーツ記者になろう
z 負けるもんか
z 社会が元気になるアナウンスを
z 感謝の気持ちを忘れずに

私の師匠

小
中
高
大

銀
行

N
P
O

z 地域貢献

z 貸付担当

z 貸し渋り＆貸しはがし

z 平日の平均睡眠時間は3時間
z 外務省VS鈴木宗男

z 名古屋NGOセンター
z A SEED JAPAN
z ap bank→momo
z デンソー

z フリーランス

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 自分が生まれ育ったまちに恩返しを

z 経済の最前線っておもしろい

z 会社に依存することのリスク

z 寝るのがもったいない

z 新たな地域貢献のあり方

z グローバリゼーションへの気づき

z 対処療法ではなく根本解決を

z 銀行に入った意味

z 「企業」というコミュニティの活用

z 30歳？

『グローバルからローカルへ』

z サステナビリティ

z ローカル化

z お金の地産地消

z かっこいい個人事業主

z ステークホルダー・エンゲージメント

z 世界の平和より家庭の平和

z 青木将幸さん（青木将幸ファシリテーター事務所）

z 木村由紀子さん（木村真樹の母）

z 坂井敏子さん（名古屋NGOセンター）
z 田中優さん（未来バンク事業組合）

z 羽仁カンタさん（A SEED JAPAN）

z 起業（在宅勤務を増やしたい）

z 結婚（ですかねぇ。。。）

NO.2 木村 真樹 さん
（コミュニティ・ユース・バンク momo 代表理事）



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z 一人旅
z 新聞、雑誌記事の環境問題
z 大学進学で環境系を選択

z 自然が好きになる
z 漠然とした問題意識
z 環境情報ビジネス学部への進学を決意

高
校
生

大
学
生

大
学
院
生

z 沙漠化についての特別講義

z 環境サークルの立ち上げ

z １週間の植林活動へ参加

z オーストラリア海外研修

z 環境デーなごやなどのイベントへ出展

z 1ヶ月間の長期ボランティア

z 研究対象としての沙漠緑化

z １ヶ月間の長期ボランティア

z 学生、教員、職員の三者で構成する実行
委員会

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 問題意識の具体化

z 座学だけではなく、実践することの大切さ

z 自然としての沙漠そのものへの感動

z 人工的な美しさと自然の美しさの違いを実感

z １週間ではなくもっと長く植林活動に携わりたい

z 長期ボランティアをSARSにより断念

z 隊ごとの特徴を比較するがしっくりこない

z やっぱりまずは実践して体感

z 人と人のつながりの重要性

『沙漠を緑あふれるフィールドへ！』

z 楽しみながら植林

z 継続と発展

z まずは知ること、広報活動

z 自分だけではなく、より多くの人を巻き込む

z 隊の維持、発展のために後輩の育成

z 点を線に、線を面へ

私が今やりたいこと

z 好きな作家の本をあびるほど読みたい

z 神社・仏閣を見て回りたい

z 色々な沙漠を歩きたい

NO.３ 高橋 幸佑 さん
（名古屋産業大学 緑の協力隊1,2次隊 隊長）



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z 根っからのテレビっ子

z おじさんとの出会い

z 英語大好き

z 「お金持ち日本」にどうして「おじさん」が？

z 将来の夢は「刑事」！

小
中
学
生

高
校
生

N
G
O

職
員

z 愛知県高校生フェスティバル

z 「ボランティア」って・・・

z 海外ドラマにはまる（例：ビバリーヒルズ
青春白書）

z 英語の授業と英会話の先生との日々

z 炊き出しに参加

z 名古屋ＮＧＯセンターNたま研修
z ICANインターン
z 名古屋NGOセンター
z ＩＣＡＮ職員

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z みんなで一つのものを創り出すことは楽しい！

パワーも倍増！

z アメリカってすごい！

z いや、アメリカって本当にすごいのかな？

z 本当の豊かさって何だろう・・・？

z 将来は人のためになる職業につきたい！

z たくさんの人を笑顔にしたい！

z 人の縁と名古屋の暖かさ

z 「伝える」ことの大切さと難しさ

z 理想と現実のギャップ

『みんなの声をカタチに！そして笑顔に！』

z 笑顔いっぱい

z 普通

z 学びと成長

z 変えるためには変わること

z 楽しむ

z 運動

z 次世代を担う子どもたちにもっと伝えていきたい。

z 野宿者支援にももっと関わりたい。

私のストレス解消法－

z テレビ（今もテレビっ子なので・・・）

z 雑貨屋さんめぐり

NO.4 斉藤 順子 さん
（特活アジア日本相互交流センター 事務局）



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z ２４時間働けますか？
z 鬼の廣岡
z 出世頭
z 癒し～フライフィッシング
z 飛騨への移住

z サラリーマンは出世して何ぼ。
z 成せばなる、成さねばならぬ ～

お気に入りのフィールド

前
回
の
転
職

愛
・
地
球
博

森
あ
そ

z 目標を持たない

z 家事の６ヶ月

z 環境教育の人たちとの出会い

z フラットな組織

z 思いを共有できる仲間との出会い

z 一本のメールから

z ネットワークの重要さ

z 思いの共有の難しさ

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 自分が楽しくが大切

z 笑顔が相手に届く最初のメッセージ

z 思いを伝えるじゃなくて・・・

z 身近な自然っておもしろい

z 都会の公園っておもしろい

z 自然の不思議をいっしょに驚きたい

『身近な自然に気づくキッカケ作り』

z 身近な自然

z 遥か遠い自然

z 思いが「伝わっちゃう」

z キッカケ作り

z 言葉の違和感 バランス・環境教育

z 長久手 森の自然学校

z 新海池公園

z 飛騨の山河

z カナディアンロッキー

z ペリトモレノ氷河

z 夫・二児のパパ ＋ フルタイムサラリーマン ＋ 団体代表・・・・・三方両立はどうなるか？

z 任意団体の法人化

NO.5 廣岡 貴志 さん
（インタープリターズ･ユニット 森あそび本舗 代表)



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z カメラとの出会い
z 撮影旅行

z 写真は何とでもなる
z 自然は素晴らしい

今後の展望– WANT-

２
０
０
０

２
０
０
２
〜

２
０
０
４

２
０
０
５
〜

z 東チモールの独立に立ち会う

z フィリピン、パヤタスを撮影

z 東チモール再訪

z 東チモール再訪

z 母（祖母）の死

z 結婚、引越し

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 熱気！！

z 自分の常識の崩壊

z 写真の原点に戻る

z 感謝の気持ち、想像力

z 生活の見直し

『 人の力 』

z 環境問題

z きっかけを与える

z 自分の生活を見直し説得力を持つ

z 日本の常識の非常識さ

z 次世代～ずっと先を考え生活、発言をする

z 残すべき物を撮影し発表する

口

五

止

隹矢我

NO.６ 直井 保彦 さん
（音楽ネットワーク「環音」）



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z 大学時代 京都の地へ
z 就職活動
z 天下の素浪人
z ＮＰＯプラザなごや
z ドットジェイピー

z 政治学
z 勤めるということへの・・・
z 色々受けました（ピザ屋・・・）
z ＮＰＯの梁山泊
z 議員インターン

私について–ＫＥＹＷＯＲＤ-

就
職
浪
人

Ｓ
ｆ
２
１

N
V
N
P
O
C

z ＮＰＯガイドブック

z プラザちた

z ＮＰＯ全国フォーラム

z 宴会

z ボランティアコーディネート？

z ボランティア・ＮＰＯアドバイザー

z 指定管理者

z イベント尽くし

z 全国ＶＦ

z 副所長

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 緊急雇用の子どもたち

z 築80年古民家－まちづくり初体験－
z 多様な世界へ（Ｓさん、Ｍさん・・・）

z 人生劇場

z 架け橋？

z ボランティア、行政etc
z 直営から民営へ

z 交流事業

z 社会福祉協議会

z マネジメント天国？

『“市民”の力を地域につなぐ』

z ＮＰＯの若手が仕事を続けられる環境作り（人材
育成）

z 分野を超えたネットワークづくり

z 制度へのアプローチ

z 地域で稼ぎ、地域で勤めを

z そして、志を持つこと（初志は・・・）

z 非営利セクターを制覇（ＮＰＯ、行政、政治）

z 一人遊び好き

z オーラルヒストリー・伝記（大久保利通・・・）

z フライパン

z ハウツーモノは嫌い

z アイリッシュウイスキー(JAMESONetc) 

z リーダーか補佐役か。オピニオンリーダーにならねば生き残れない。だが・・・・・

z 積み上げていく。持続可能な青木さんへ

NO.７ 青木 研輔 さん
（なごやボランティア・ＮＰＯセンター 副所長）



持続可能な社会をつくる若手の「志」に学ぶ vol.1
私の“志”NOTE

私の転機 – HISTORY -

今の志 – KEYWORD -

今後の展望 – WANT -

志の表現
– PICTURE -

z 校則にしばられ不満の多い中学生

z 高校留学１年間（オーストラリア）

z 生徒会を女子で占め、学祭を盛り上げる。

z チャリティイベント、募金活動など

z 中学は校則が厳しくて大嫌い！
z 海外はもっと自由だ、留学したい！
z 高校留学でオーストラリアでのびのび。
z 多文化コミュニティって面白い！（メルボルン）

私について -KEYWORD-

中
高
校

大
学
生

N
G
O

職
員

z 大学（獨協大学外国語学部）では国際関係論、
政治学、など勉強（マジメに通う）

z 休みのたびにバックパック旅行（ヨーロッパ
（シベリア鉄道）、アジア（農村ステイ））

z 地元千葉大学の留学生の相談役をしたり、
一緒に遊ぶ。

z 日本リサイクル運動市民の会（ジャパンエコ
ロジーセンター）

z GEA（地球環境行動会議）
z (財)水と緑の惑星保全機構
z ヨハネスブルグサミット提言フォーラム

z A SEED JAPAN

感
じ
た
こ
と-

F
E
E
L
 -

z 日本企業は海外で環境・人権破壊をしている

z 他の人が不幸なうちは私は幸福ではない（難民問
題やアパルトヘイトを知って）

z 環境問題が深刻、仕事で関わりたい。

z 環境情報をもっと広く伝えたい

z 日本のNGOもっとがんばらないと
z 政治を変えることは効き目あり

z 活動に参加する仕組み、チャンスをもっと作りたい

『つなぐ つながる みんなの元気』

z NGOマーケット（人・機会・資金）の拡大
z “地球温暖化防止”だけではなく“気候変動による災害
対策”、“安全保障”のためのアクション

z 日本文化・伝統の再評価、“懐かしい未来”

z “つなげる”を続け、“つながり”を生み、“つむぐ”に広が
ると、ピースでエコな布が織れるかな。

z 生きていて“気持ちいい”環境を作りたい、維持し
たい、ただそれだけ。でも私だけでなく“みんな”
（友達、世界中の人、動植物、未来の人）のために。

z Peace for all, all for peace.
z ロックミュージックは一生好き！！

z 田んぼに行こう！

z “つなげる人”、から“つむぐ人”になりたい。

z 2008年日本開催のG８サミットはNGO活動が広がるいいチャンス！（にしたい！）

NO.８ 星野 智子さん
（地球環境パートナーシッププラザ(GEIC) ）
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EPO中部主催講座
【持続可能な社会をつくる若手の“志”に学ぶVol.1】


